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変異原物質により試験菌 (Salmonella 砂phimurium TA1535/pSKI002) に DNA 損傷が生じると、 SOS 遺伝子群が
発現し SOS 修復反応が誘導されるが、この時、試験菌に導入された lacZ 遺伝子も同時に発現し、菌体内に 0
・galactosidase が産生される。従って、試験系への唾液添加による 8 ・galactosidase 産生量の低下度を評価すること
により、その抗変異原活性を知ることができる。標準変異原物質には、既に umu 試験でその変異原性が認められて
いる Furylfuramide (AF-2 ; 0.024μg/ml)を用いた。また、唾液添加量は、従来の報告に従い 0.2 ml とした。


























された。また、ライフスタイルは「森本の 8 つの健康習慣j により包括的に評価された。
包括的ライフスタイルと唾液抗変異原活性との関係を定量的に解析した結果、ライフスタイルの悪い集団において、
より高い抗変異原活性が唾液中に誘導されていることが明らかとなった。先行研究では、包括的ライフスタイルの悪
い集団で、変異原物質の尿中排世量が高くなることが示されており、この集団が日常生活において、より多い変異原
物質を摂取しているものと考えられる。従って、本研究結果から、ライフスタイル不良集団で、は、大量の変異原物質
摂取に対処すべく、生体防御機構が適応的に働き、唾液抗変異原活性が上昇したものと解釈される。
以上、本研究は、唾液の持つ生体防御機構を解明する上で、重要な知見で、あり、予防医学への貢献は大きく、従って
学位授与に値するものと考えられる。
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